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会  議  要  旨 

会議の名称 令和５年度 第３回川越市公民館運営審議会 

開催日時  令和５年１０月２５日（水） 午後２時００分～午後３時３０分 

開催場所  中央公民館 軽体育室 

議   長 （会 長） 向坂晶芳 

出 席 者 （副会長） 長峰す美子 

（委員）  

梅田美鈴 野村桂子 水口博之  大野晃 山口宰 

奥山由美子 高野明夫 川村公平 矢部竹雄 米原民子 

小峰肇 水村富美子 吉岡一美 山野敏子 井芳史 

小西新一 平井正一  

 

以上１９名（会長・副会長含め） 

欠 席 者 （委員） 

 大西麗衣子 大澤三郎 岡田すぎ子 金子泉    

以上４名 

傍 聴 人 なし 

事務局職員 

職・氏 名 

中央公民館長 中央公民館副館長 中央公民館副主幹 

南公民館長 北公民館長 古谷公民館長 芳野公民館長 

南古谷公民館副館長 福原公民館長 高階公民館長  

高階南公民館長大東公民館長 大東南公民館長 名細公民館長 

霞ケ関公民館長、霞ヶ関西公民館長 霞ヶ関北公民館長  

伊勢原公民館長、川鶴公民館長 山田公民館長  

以上２０名 

会議次第  １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）川越市社会教育委員協議会委員の選出について（承認） 

（２）公民館の事業の実施状況等について（報告） 

（３）キャッシュレス決済の利用状況について（報告） 

４ 閉会 

 

配 布 資 料 １ 第３回川越市公民館運営審議会次第 

２ 第２回川越市公民館運営審議会会議録 

３ 第３回川越市公民館運営審議会会議資料 

４ 令和４年度川越市の公民館事業記録（事前配布） 
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１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議題 

（１）川越市社会教育委員協議会委員の選出について（承認） 

  

事務局案として岡田すぎ子委員を選出したい。 

 

 今までは社会教育委員は、公民館運営審議会会長が歴任していたが、

今回は、中央公民館長が他の館長と相談して事務局案として委員 

を選出し、皆さんの承認を頂く形式とした。 

前回の審議会以降に選出依頼があり、任期が令和５年１０月１日か

らということもあり、今回は事後承認となってしまった。 

 次回の委員を選出する際は、前もって審議会のなかで協議できるよ

う改善したい。 

  

 事務局案としてよろしいか。 

 

 異議なし。 

 

（２）公民館の事業の実施状況等について（報告） 

 

 公民館の利用状況、事業実施状況について事務局より説明 

 

＜利用状況＞ 

令和 3年度 令和 4年度 増減 

利用件数 利用人数 利用件数 利用人数 利用件数 利用人数 

40,992 655,744 45,698 687,487 4,706 31,743 

 

＜事業実施状況＞ 

令和 3年度 令和 4年度 増減 

事業数 参加延人数 事業数 参加延人数 事業数 参加延人数 

316 15,399 467 31,189 151 15,790 
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委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 令和３年度と令和４年度の比較であるが、令和元年度あたりの利用

人数はどのくらいであったか。 

 

 令和元年度の利用件数は 51,885件、利用人数は 937,306人となって

おり、コロナ禍以前の令和元年度と令和４年度を比較すると、約２０

万人減少、約７割程度の利用人数である。 

  

事業の実施件数が館によって差があるがなぜか。何事業実施しなさ

いといった指示はないのか。 

 

併設公民館職員は市民センターとの兼務ということもあり、公民館

業務に従事している職員が単独公民館に比べて少なく、また団体支援

事務の比重が高いことから、公民館事業数は少なくなる。 

また、個別の事業についても回数や内容など様々であるため、一概

に件数で比較できないのも実情である。 

 

目標設定等はあるのか。年度当初の事業計画で適正かどうかのライ

ンを引く必要があるのではないか 

 

それぞれの館がどのような事業を行ったかという点については、事

業実施報告として、事前に配布された事業記録が毎年作成されている。

例年の施策ごとの編集から公民館ごとの編集となって分かりやすくな

ったので、それを活用して意見を今後もらえればよい。 

 

（３）キャッシュレス決済の利用状況について 

 

令和５年３月１日から導入されたキャッシュレス決済について事務

局より説明 

 

・公民館使用料の支払いにおける割合（４～９月）は 

 現金決済       ９５．４％ 

 キャッシュレス決済   ４．６％ 

・館別のキャッシュレス決済割合の範囲は０．０％～１４．１％ 

 

 公民館や市民センターなど比較的低額の支払いにもキャッシュレス

決済を利用できるようになったということか。 
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委員 
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委員 

 

 

会長 

 

 そのとおりである。 

 

 デジタル社会に対応し、利用者の利便性を増やす選択肢が増えたこ

とは良いことだと思う。金額ではなく、ツールとして必要である。 

 

 市としてはキャッシュレス決済を増やしたいのか 

 

 引き続き、支払い方法の選択肢が増えたことを周知しながら、公民

館利用における利便性向上に努めていきたい。 

 

（４）その他 

 

今年度の公民館まつりの状況を伺いたい。 

 

各館長から説明。 

実施（予定含む） １４館 

中止 ３館 

 

文化祭を開くときに自分の地区では文化会館などを借りているが、

利用料が高いので大変である。他地区ではどうしているか。 

 

文化祭時に会費を集めたり、販売バザーの売上から補填したりして

対応している。 

 

地区の公民館運営協力委員会において、登録グループの数が減って

きているため、登録グループに対してのメリットをもっと増やしてほ

しいとの意見がでた。 

例えば、一般申込に先行して予約を可能とするとか、更新手続きの

際の書類（決算書類等）を簡素化できないか考えてほしい。 

 

登録グループの減少は全体の問題であるので、すぐには回答が出な

い問題である。 

 

放課後のこどもの居場所づくりやコミュニティースクールづくり等

について公民館は今後、どのような関わり方をしていくつもりか。 

 

居場所づくりやコミュニティースクールづくりは、教育委員会の中

での位置づけや他部署もかかわってくる問題であるので、それによる
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事務局 

のではないか。 

 

・次回の日程について 

１月２４日（水）午後２時から中央公民館で開催予定 

 

６ 閉会 

 閉会の言葉（副会長）  

 

 


